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平成３０年度 第４回 行財政改革審議会 会議概要 

 

開催日時   平成３１年１月１０日（木） １４：４５～１５：４５ 

場所     四街道市役所 本館３階 第２委員会室 

出席委員 鈴木委員、中村委員、小澤委員、田中委員、安室委員 

       丸岡委員、小川委員、安井委員、笹原委員 

欠席委員   上田委員 

事務局    総務部：植草部長、齋藤次長 

行革推進課：森山課長、齊藤課長補佐、古川主査補、髙羽主事、影山主事 

傍 聴 人   ４名 

 

会議次第 

１．開 会 

２．会長あいさつ 

３．部長あいさつ 

４．議 題    

（１）第８次四街道市行財政改革推進計画（案）について 

（２）第７次四街道市行財政改革推進計画進捗状況等（３０年度上半期）について 

５．答 申 

６．その他 

７．閉 会 

 

 

議事 

議題（１）第８次四街道市行財政改革推進計画（案）について 

事 務 局 （資料説明） 

鈴 木 会 長 今の事務局の説明によると、基準年度と比較をし、平成３５年度の行革効果額が約 

４億１，１５０万円の収支改善となり、平成２９年度決算と同様の収支状況である

場合を仮定すると、経常収支比率が約２．６％改善され、９４．８％になるという

ことである。県の平均が約９１.０％であることから、９４．８％が必ずしも良いと

いうわけではなく、今後の財政状況も非常に厳しいということである。増収対策の

みでは厳しいとするのであれば、何らかの痛みを伴うコストカットが必要であり、

コストカットを行わなければ、市の財政運営は成り立たないという厳しい状況であ

る。財政が潤沢であれば、様々なサービスを提供することが市として好ましいとは

思うが、誠に残念なことに財政状況は非常に厳しい状況であることから、痛みを伴

う改革が必要となる。この行革効果額を達成するためには、どんなことでも行うと

いう事務局を初めとした市の強い意志を感じた。 

何か質問、意見等はあるか。 

小 川 委 員 ２３ページの行革効果額の目標の表について、「＊」「‐」によって空欄部分が埋
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まり、わかりやすくなったと思う。「‐」について、効果額を示す以前の年度を表

すとあるが、どういう意味か。 

事 務 局 １つの例であるが、１８ページの「No.9 省エネルギーへの取組の推進」は、 

平成３１年度が検討、３２年度が実施となっている。実施するのが３２年度中であ

り、効果額が生じるのが３３年度以降となるため、それ以前の年度については「‐」

で表示をしている。「以前の」とは、効果額が生じる前の検討段階という意味であ

る。 

鈴 木 会 長 他に意見はあるか。 

各 委 員 （意見等なし） 

鈴 木 会 長 ないようなので、第８次四街道市行財政改革推進計画（案）について、審議を終了

し、資料のとおり承認してよいか。 

各 委 員 （異 議 な し） 

鈴 木 会 長 それではこの計画（案）を本審議会の答申とすることとする。 

  

 

 

議題（２）第７次四街道市行財政改革推進計画進捗状況等（３０年度上半期）について 

事 務 局 （資料説明） 

鈴 木 会 長 概ね順調に推移していると考えて良いか。 

事 務 局 その通りである。 

小 川 委 員 行財政改革で重要なのは、コストカットと税収の増加であるが、税収の増加は限界

があるということである。２ページの「NO.9 市民税等の滞納繰越金収納額の向上」

によると、滞納処分を苦労しながらやっていることはわかるが、税金を払っている

人と払っていない人の公平性を十分に保つように努力して欲しい。 

鈴 木 会 長 税金を払えるのに払わない人がいては公平さに欠けるので、厳格に対応して欲しい。 

事 務 局 担当課へ伝えさせていただく。 

鈴 木 会 長 他に意見はあるか。 

各 委 員 （意見等なし） 

鈴 木 会 長 ないようなので、第７次四街道市行財政改革推進計画進捗状況等（３０年度上半期）

について、審議を終了し、資料のとおり承認してよいか。 

各 委 員 （異 議 な し） 

鈴 木 会 長 それでは、資料のとおり承認する。 

  

 

 

答申 

鈴 木 会 長 答申（案）については、これまでの審議会での議論や５月の行財政改革の推進につ

いての提言などを踏まえ、事務局とともに作成した。内容について意見等はあるか。 

各 委 員 （意見等なし） 
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鈴 木 会 長 ないようなので、答申（案）のとおり決定してよいか。 

各 委 員 （異 議 な し） 

鈴 木 会 長 それでは、これをもって、本審議会の答申とする。 

 ―佐渡市長入室― 

事 務 局 答申の内容がまとまったので、四街道市行財政改革審議会の鈴木会長より佐渡四街

道市長に答申をお願いする。 

 ―鈴木会長が答申を読み上げた後、佐渡市長へ答申書を手渡す― 

佐 渡 市 長 今後、市としては、この答申に基づいた行財政改革推進計画により、来年度以降、

この計画に掲げた実施項目を着実に推進し、「環境の変化に的確に対応できる効率

的・効果的な行財政運営」を目指してゆく。 

鈴 木 会 長 よろしくお願いしたい。 

 ―佐渡市長退室― 

 

 

その他 

事 務 局 今後のスケジュールは、１か月間のパブリックコメントを実施した後、策定した計

画について、３月議会において報告する予定である。次回の会議はパブリックコメ

ントの結果及び決定した第８次四街道市行財政改革推進計画について報告させてい

ただく。よろしくお願いする。 

 

 

以上 


